
１　老齢厚生年金の受給権者（保険料納付
済期間と保険料免除期間とを合算した期
間が２５年以上である者に限る。）が死亡
した場合は、死亡した者（以下「適格死
亡者」という。）の配偶者であって、適格
死亡者の死亡当時、適格死亡者によって
生計を維持したものに遺族厚生年金が支
給される。そして、適格死亡者によって
生計を維持した者とは、適格死亡者と生
計を同じくしていた者であって年額
８５０万円以上の収入又は年額６５５万
５０００円以上の所得（以下、上記の収
入額又は所得額を「基準額」という。）を
将来にわたって有すると認められる者以
外のものとされている（厚生年金保険法
第５８条第１項第４号及び第５９条、厚
生年金保険法施行令第３条の１０、並び
に「生計維持関係等の認定基準及び認定
の取扱いについて」（平成２３年３月２３
日年発０３２３第１号厚生労働省年金局
長通知。以下「認定基準」という。））。

２　本件の場合、Ａが、その死亡の当時適
格死亡者であったこと及び請求人と戸籍
上婚姻の届出をした夫婦であったこと、
並びに、Ａの死亡の当時、請求人が基準
額以上の収入又は所得を将来にわたって
有すると認められる者以外のものであっ
たことについては、当事者間に争いはな
いと認められるから、本件の問題点は、
請求人が、Ａの死亡の当時、Ａと生計を
同じくしていた者であると認められるか
どうかである。

第２　当審査会の判断
１　本件記録によれば、次の事実を認定す

ることができる。
⑴　Ａは、昭和◯年◯月◯日に出生し、

請求人（昭和◯年◯月◯日生）と平成
◯年◯月◯日に婚姻し、Ａと請求人の
婚姻関係は、平成◯年◯月◯日にＡが
死亡するまで継続していた。

⑵  Ａは、平成◯年◯月◯日に、◯◯市
の自宅で死亡し、同年◯月◯日、Ａの
長男Ｂがその死亡を届け出た。

⑶　Ａに係る住民票（除票）によれば、
Ａは、昭和◯年◯月◯日に◯◯市の住

令和元年（厚）第７８１号
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主文
　後記「事実」欄第３の２記載の原処分を取
り消す。

事実
第１　再審査請求の趣旨

　再審査請求人（以下「請求人」という。）
の再審査請求の趣旨は、遺族厚生年金の支
給を求めるということである。

第２　事案の概要
　本件は、請求人が、厚生労働大臣に遺族
厚生年金の裁定を請求したところ、生計を
維持されていたとは認められないとして遺
族厚生年金を支給しないとする処分がされ
たことを不服として、標記の社会保険審査
官に対する審査請求を経て、当審査会に対
し、再審査請求をしたという事案である。

第３　本件再審査請求に至る経緯
　本件記録によると、請求人が本件再審査
請求をするに至る経緯として、次の各事実
が認められる。
１　請求人は、老齢厚生年金の受給権者で

あった亡Ａ（以下「Ａ」という。）が平成
◯年◯月◯日に死亡したところ、平成◯
年◯月◯日（受付）、厚生労働大臣に対
し、Ａの妻であるとして、遺族厚生年金
の裁定を請求した。

２　厚生労働大臣は、令和◯年◯月◯日付
けで、請求人に対し、死亡した者によっ
て生計を維持していたものと認められな
いとして、遺族厚生年金を支給しない旨
の処分（以下「原処分」という。）をし
た。

３　請求人は、原処分を不服として、標記
の社会保険審査官に対する審査請求を経
て、当審査会に対し、再審査請求をした。

第４　当事者等の主張の要旨
　（略）

理由
第１　問題点



㋑　その回数（注：記載なし）
㋒　経済的援助の内容：調停中、少

し援助をしてはと調停員が勧めて
くれました。その時は少し送金し
てもいいと言っていたのですが、
その後、気が変わったのでしょう。
不成立に終った後、婚姻費用分担
申立をしましたが、一度も入金が
ありません。

　◯◯家庭裁判所より平成◯年
◯月より月額◯万円の支払い命
令が出ていますが、私の居場所
がバレないよう◯◯市のｂ銀行
にしました。入金があれば、◯
◯で出金すると夫の手元にｂ銀
行の通帳があるので、分かって
しまうと言われ、カードを私の
息子の送付し、暗証番号を教え
て出してもらう算段までしたの
ですが、一度も入金がありませ
ん。月額◯万円に至るまでの過
程も源泉徴収証も年金支給額も
提出されませんでしたので、裁
判所としては妥当な金額が分か
らないようでした。

4　定期的な音信・訪問についての申
立：
㋐　音信の手段：電話、メール
㋑　訪問回数（注：記載なし）
㋒　音信・訪問の内容：着信やメー

ルが夫からはありましたが、私か
らは返信していません。夫からの
着信と留守が１０回以上ありまし
たが、出ていませんし、留守番も
聞いていません。

　平成◯年◯月◯日、◯◯につ
いて直ぐ◯◯警察署の生活安全
課の方から「電話しない・メー
ルしない・Ｄさん（注：請求人）
の所在を探さない」と夫に警告
を出しておきますと言われまし
た。
　平成◯年◯月◯日に家を出て
から夫から着信・メールがあり
ました。

民となり、平成◯年◯月◯日に同市◯
◯　◯−◯−◯　◯◯◯◯◯より同市
◯◯　◯−◯（以下「ａ宅」という。）
に転居し、死亡時まで住所を変更して
いない。

⑷  請求人に係る世帯全員の住民票（平
成◯年◯月◯日付け）によれば、請求
人は、平成◯年◯月◯日に◯◯郡◯◯
町◯◯　◯−◯　◯◯◯◯◯よりａ宅
に転居し、Ａの死亡時まで住所を変更
していない。

⑸　Ａに係る死体検案書の主な記載内容
は次のとおりである。
氏名：Ａ
死亡したとき：平成◯年◯月◯日　午

前◯時頃
死亡したところ：◯◯市◯◯　◯−◯
　死亡したところの種別：自宅
死亡の原因：直接死因：病死（心臓死

の疑）
⑹　請求人が作成した、◯◯市◯◯　◯

−◯−◯在住のＣが証明（証明日：平
成◯年◯月◯日付け）する「生計同一
関係に関する申立書」（平成◯年◯月◯
日付け）及び書面（作成日付不明）に
は、以下のとおり記載されている。
1　別世帯になっていた理由（注：記

載なし）
2　同居についての申立（別居してい

たことの理由）：平成◯年頃、 知り合
い、すぐに夫が転がりこむ様に私の
アパートで同居を始めました。平成
◯年◯月から今、住民票のある所に
移り、平成◯年◯月◯日婚姻届を提
出しました。同居してすぐに日常的
に暴力がありました。平成◯年◯月
に一度家を出たのですが、夫が土下
座してきたので戻りましたが、以前
より暴力がひどくなり、平成◯年◯
月◯日に家を出ました。家を出てか
ら夫から留電やメールが多数ありま
した。最後のメールは平成◯年◯月
です。そして現在に至っています。

3　経済的援助についての申立：
㋐　経済的援助の有無：なし



もっと冷静に話し合いをしな
ければいけなかったね？今の
切ない心境です。いっぱい苦
しめてごめんなさい。」

⑪　平成◯年◯月◯日　◯：◯
　「時間がありません。一回
でいいので電話に出てくださ
い。」

⑫　平成◯年◯月◯日　◯：◯
　「 最 後 の メ ー ル　 Ｄ が 頑
張って苦しんでいたのかよく
わかりました。今一度頑張っ
て安心してＤが安心して帰る
日を努力させて下さい。Ｄの
心配をしない日も無いけど、
私からはもう連絡はしません。
何か心配なこと生じた時は連
絡下さい。Ｄの電話待つだけ
です。」

⑬　平成◯年◯月◯日　◯：◯
　「苦労させてごめんなさい。
お互い自分を取り戻して家族
の本当の姿にしたいと思って
いる。今までの自分の不甲斐
なさに落胆しています。Ｄの
今回の行動はやむを得ない事
だと思っているので心身共々
養生して下さい。許してくだ
さい。 許してください。許し
てください。許してください。
許してください。許してくだ
さい。許してください。許し
てください。Ｄの声が聞きた
い。」

⑭　平成◯年◯月◯日　◯：◯
　「Ｄは、実家のお母さんの看
病と静養を兼ねて行っている
ことになっています。」

⑮　平成◯年◯月◯日　◯：◯
　「Ｄに迷惑のかからない様
一度別れてください。ゴメン
ナサイ。穏やかに仲良く話し
合いに交えてもらえないか
な？お互いに駄目になってし
まう前にお願いします。愛情

①　平成◯年◯月◯日　◯：◯
　「メールよいので元気かどう
か？メールください。心配で
何も出来ません。早く連絡を」

②　平成◯年◯月◯日　◯：◯
　「会社の印はどこに有ります
か？持っているんですか？教
えてください」

③　平成◯年◯月◯日　◯：◯
　「お金は有るの。何があって
も、お父さんが解決するから
早めの連絡をお願い」

④　平成◯年◯月◯日　◯：◯
　「もう一度チャンスを下さ
い。だめなお父さんを助けて
下さい。」

⑤　平成◯年◯月◯日　◯：◯
　「本人、元気確認　お父さん
の生年月日を教えて下さい。」

⑥　平成◯年◯月◯日　◯：◯
　「あなた身体が心配で何も
手につきません。メールでよ
いので元気確認させて下さ
い。」

⑦　平成◯年◯月◯日　◯：◯
　「お客様にはリフレッシュ休
日と受け答えして下さい。今
回は他人には心配かけ無い様
にしようネ。」

⑧　平成◯年◯月◯日　◯：◯
　「仕事が二件はいったけど
心配で客先の良い返答が出来
ません。安心させて下さい。
お願い申します」

⑨　平成◯年◯月◯日　◯：◯
　「電話しても出ないのできて
みたと心配して来て見ました。 
静養しますと伝えてあります。」

⑩　平成◯年◯月◯日　◯：◯
　「貴方を理解してあげれなく
て、今後後梅しています。押
し付けな事ばかりで私が間
違っていました。Ｄを大切に
したいのに本当に悔しい。そ
ばに居るだけで、幸せなのに。



なので携帯電話会社（ｄ社）に
お願いしました。夫死後、◯◯
警察署から連絡が入り、死亡当
時まだ解約されていないとの事
です。夫からの最後のメール平
成◯年◯月だそうですが、まだ
見ていません。
　なお、付け加えさせて頂きま
すと、平成◯年に一度、戻り　
ましてから何をやってもやる気
がおきない、だるい、眠いけど
眠れないと体調が悪くなる一方
で、夫の会社の経営も悪化し、 
私の給与は払ってもらえず、医
療保険もやめさせられ、国民年
金も払ってもらえない状態でし
た。体調の悪い中、私はパート
を見つけ、面接場まで夫はつい
てきました。当然、仕事に就き、 
少しの時間でも離れていられる
し、収入もあると考えていまし
たが、突然、居酒屋を始めると
言い出し、泣く泣く仕事を諦め
ました。当時、会社は赤字経営
で、日銭がほしかったのだと思
います。会社再建も考えず、会
社の預貯金◯◯万円を元手に始
めました。何かあった時に全責
任を負わせる為と私が逃げない
為にすべて私名義で居酒屋を始
めました。もうこの頃はどう
なってもいいと考えるようにな
りました。当然２４時間３６５
日一緒で会社の事、居酒屋の事
など悪いことがあると、暴力と
暴言の繰り返しでした。私の運
転にケチをつけ毎日たたかれて
いました。めがねが飛ぶほどで
す。本業はそっちのけで、毎夜
営業と称して近隣の居酒屋で飲
んでおりました。離婚の話にな
ると外見からはわからないよう
な腹などに暴力を受け息がとま
りそうでした。でも私の中で決
して間違った事は言ってないと

表現の下手くそな私の最後の
夫帰愛です。」

⑯　平成◯年◯月◯日　◯：◯
　「あなたは、お店も◯◯◯◯
にもあなたが看板だったと今
さらきずかされました。もっ
と早くＤの存在に感謝すべき
でした。文句ばかりでゴメン
ナサイ許してください。あと
の後悔先に立たずでした。悲
しい男でした。でもＤに対し
ての愛情は世界の誰よりも負
けないつもりです。愛情表現
が下手くそでした。君を大事
にして一生をおくりたい。店
にでなくても月に一度顔をみ
せるだけでお願いします。離
婚をしてからの話しです。Ｄ
は俺の人生です。誰にも否定
させない。命をかけて。」

⑰　平成◯年◯月◯日　◯：◯
　「恥ずかしくて、もう人と顔
を合わせたくありません。他
人を信用しないで下さい。」

⑱　平成◯年◯月◯日　◯：◯
　「自分本位でＤを苦しめて
しまいました。お父さんの方
が　狂っていたよね。ほんと
うはＤを守りたい。他人は人
の不幸は密の味で幸せを願っ
てくれる人は少ないのでは？
きおつけてネ！」

　私の携帯は夫が経営するｃ社
名義で平成◯年◯月に一度家を
出た際に、履歴を取り寄せて、
居場所がバレてしまいましたの
で、今回は同じ過ちを犯さない
様に私の息子が用意してくれま
した。会社の請求書作成がわか
らないと夫の息子からショート
メールが入り、お互いにショー
トメールでやり取りをして、私
の電源が切れてからは対応して
いません。携帯のチップを抜い
たら、電波が飛ばないとのこと



た。
２　一件記録によれば、以下の事実

が認められる。
⑴　申立人（昭和◯年◯月◯日

生）及び相手方（昭和◯年◯月
◯日生）は、平成◯年◯月◯日
に婚姻したが、平成◯年◯月こ
ろから別居するに至っている。

⑵　申立人は、相手方に対して、
夫婦関係調整の調停も申し立て
たが、不成立で終わっている。
なお、相手方から婚姻費用の支
払はない。

⑶　申立人は、平成◯年◯月◯
日、当庁に対し、本件の家事調
停を申し立てたが、相手方と合
意にいたらず、調停として成立
にいたらなかった。

３　上記認定事実ほか一件記録に基
づく一切の事情を考慮すると、相
手方が申立人に支払うべき平成◯
年◯月以降当事者双方が別居解消
又は離婚するまでの間の婚姻費用
は月額◯万円が相当である。

４　申立人と相手方は合意すること
ができないことなどから、本件を
調停に代わる審判で解決するのが
相当であり、調停委員会を組織す
る各家事調停委員の意見を聴いた
上、主文のとおり審判する。

２　以上に基づいて、本件の問題点につい
て検討し、判断する。
⑴　保険者は、遺族厚生年金の受給権者

に係る生計維持関係の認定等の取扱い
について、認定基準を定めており、認
定基準は、生計維持関係の認定につい
て、適格死亡者との生計維持関係が認
められるためには、生計維持認定対象
者が適格死亡者と生計同一関係があ
り、かつ、基準額以上の収入又は所得
を将来にわたって有すると認められる
者以外のものであることが必要である
としている。そして、生計維持認定対
象者が配偶者の場合で、住所が住民票
上同一であるときは、適格死亡者と住

確信していました。◯◯に来て、
ｅ科にかかったところ、初めて
私の病名を知りました。夫の暴
力と依存による適応障害と。今
でも睡眠薬は手放せません。心
の傷は今も癒えていません。 夫
が死んだからもう大丈夫ではな
いのです。私はこの心の傷を墓
場まで持って行く覚悟です。そ
んな人を選んだあなたが悪いと
言われたら何も言えません。同
じ経験をしていない人には理解
できない事と思います。あと２
年半ぐらいで裁判をと思ってい
たところ突然の夫の死、今回、
遺族年金の手続きで色々と思い
出したくない事まで文字にし、
整理する機会が出来た事感謝し
ます。

⑺　平成◯年（家イ）第◯◯◯◯号婚姻
費用分担申立事件に係る審判（平成◯
年◯月◯日付け。以下「本件審判」と
いう。）の内容を摘記すると、以下のと
おりである。

同居時の住所　◯◯市◯◯　◯−◯
　申立人　Ｄ
住　　　　所  ◯◯市◯◯　◯−◯
　相手方　Ａ

主文
１　相手方は、申立人に対し、平成

◯年◯月から当事者双方が別居解
消又は離婚するまでの間、月額◯
万円を、毎月末日限り、 申立人名
義のｂ銀行通常貯金口座（…）に
振り込む方法で支払え。                                                               

２　手続費用は、各自負担とする。

理由
１　本件は、申立人から相手方に対

して婚姻費用として月額相当額の
支払を求める調停の申立てである
ところ、調停委員会による調停を
試み、調停期日を５回実施したが、
調停として成立するに至らなかっ



者通知」という。））。
⑵　上記のような基準は、一般的・基本

的なものとして、相当と解されるので、
本件をこれに照らして、Ａの死亡当時
において、請求人がＡと生計を同じく
していた者であったと認めることがで
きないかどうかを検討する。
　前記１⑶及び⑷によれば、請求人は、
住民票上、平成◯年◯月◯日にａ宅に
転居した時からＡの死亡の時までＡと
同一住所であったことが認められると
ころ、前記１⑹及び別紙１によれば、
請求人は、「平成◯年◯月に一度家を
出たのですが、夫が土下座してきたの
で戻りましたが、以前より暴力がひど
くなり、平成◯年◯月◯日に家を出ま
した。家を出てから夫から留電やメー
ルが多数ありました。最後のメールは
平成◯年◯月です。そして現在に至っ
ています。」、「亡夫とは生計を一ではな
いこと、連絡し合っていないこと、金
銭のやりとりはない事は事実ですが受
けていたＤＶは事実です。」などと申し
立てていることが認められるから、請
求人は、平成◯年◯月◯日にａ宅を出
て以降、Ａとは別居状態にあり、同日
以降、Ａから経済的援助を受けていな
かったと認めるのが相当である。しか
しながら、本件記録中のｆ病院ｅ科・
ｇ科・Ｅ医師が平成◯年◯月◯日付け
で作成した診断書（精神通院医療用）
の発病から現在までの病歴欄には「推
定発病時期　Ｈ◯年◯月頃」、「夫のＤ
Ｖなどがあり、抑うつ的となり、Ｈ◯．
◯．◯当院を初診し通院。」との記載が
認められ、前記１⑹及び別紙１の請求
人の申立てを併せ考えるに、請求人は
ＤＶ被害者に該当すると認めるのが相
当であり、請求人の平成◯年◯月◯日
以降のＡとの別居（以下「本件別居」
という。）は、請求人がＡからのＤＶに
よる身体的及び精神的苦痛から逃れる
ためのやむを得ない事情によるものと
認めるのが相当である。また、前記１
⑺によれば、請求人は、請求人がＡに

民票上同一世帯に属しているか否かに
かかわらず、適格死亡者との生計同一
関係を認めるとし、住所が適格死亡者
と住民票上異なっているときは、当該
配偶者と適格死亡者との生計同一関係
が認められるためには、次のいずれか
に該当する必要があるとしている。た
だし、これにより生計同一関係・生計
維持関係の認定を行うことが、実態と
著しく懸け離れたものとなり、かつ、
社会通念上妥当性を欠くこととなる場
合には、この限りでないとしている。
ア　現に起居を共にし、かつ、消費生

活上の家計を一つにしていると認め
られるとき

イ　単身赴任、就学又は病気療養等の
止むを得ない事情により住所が住民
票上異なっているが、次のような事
実が認められ、その事情が消滅した
ときは、起居を共にし、消費生活上
の家計を一つにすると認められると
き
ア　生活費、療養費等の経済的な援

助が行われていること
イ　定期的に音信、訪問が行われて

いること
　また、配偶者からの暴力（以下「Ｄ
Ｖ」という。）の被害者の場合、ＤＶ
を避けるために一時的な別居が必要
になる場合があることから、ＤＶ被
害者については、被保険者と住民票
上の住所を異にしている者であって
も、遺族年金等の生計同一認定要件
の判断に当たって、ＤＶ被害者とい
う事情を勘案して、適格死亡者の死
亡時という一時点の事情のみならず、
別居期間の長短、別居の原因やその
解消の可能性、経済的な援助の有無
や定期的な音信・訪問の有無等を総
合的に考慮して、上記イに該当する
かどうかを判断するとしている（「Ｄ
Ｖ被害者に係る遺族年金等の生計同
一認定要件の判断について」令和元
年１０月３日厚生労働省年金局事業
管理課長事務連絡（以下「ＤＶ被害



対して申し立てた夫婦関係調整に係る
調停の申立てが不成立となったことか
ら婚姻費用分担に係る調停を申し立
て、当該調停が成立に至らなかったこ
とから、本件審判が平成◯年◯月◯日
付けでされたことが認められる。そし
て、本件審判では、Ａは、請求人に対
し、同月から請求人とＡが別居解消又
は離婚するまでの間、月額◯万円を支
払うこととされていることが認められ
る。そうすると、請求人が、Ａとの音
信を拒否していたとしても、ＤＶ被害
者であるという事情を考慮すれば、そ
れはやむを得ないものと認められ、本
件別居が開始されてからＡの死亡の時
までは３年６か月余りであり、請求人
は、婚姻費用の分担をＡに求めて調停
の申立てをし、本件審判の後もＡに対
し離婚を求める行動をとったとの事実
も認められないのであるから、本件別
居が解消する可能性が全く存在しない
とまでは認められないというべきであ
る。また、本件審判後にＡが請求人に
対し婚姻費用の支払をしていなかった
としても、Ａは、本件審判により請求
人に対し月額◯万円の婚姻費用の支払
責任を課され、請求人を扶養する義務
を有していたことは明らかなのであり、
本件審判からＡの死亡の時まで２年４
か月余りであることからしても、これ
らの事情をＤＶ被害者通知の趣旨に照
らして考えるに、Ａの死亡の当時にお
いても、請求人は、Ａと生計を同じく
していた者であったと認めるのが相当
であるというべきである。

⑶　以上によれば、Ａの死亡当時におい
て、請求人はＡと生計を同じくしてい
た者であったと認められるから、請求
人には、Ａに係る遺族厚生年金が支給
されるべきであり、これと異なる趣旨
の原処分は、妥当でないから、取り消
されなければならない。 

　以上の理由によって、主文のとおり裁決す
る。




